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信長は勝幡城で生まれた 

愛西市教育委員会 石田泰弘 

 

人間五十年、下天の内をくらぶれば、夢幻のご

とくなり―戦国の名将織田信長が好んだ「敦盛」

の一節である。 

歴史の好き嫌いはあっても、織田信長の名を聞

いたことがないという人はまずいないであろう。 

これほど著名な人物でありながら、その出生に

ついては従来殆ど語られることは少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ明らかにされてこなかったのか。それは信

長の伝記としてよく知られている「信長公記」に該

当記事がみられないことに起因すると思われる。 

信長はいつどこで出生したのか。 

これが、小稿に課せられた課題である。 

まず、従来の信長の出生をめぐる諸説を紹介し

よう。 

 

 

 

 

 

 

先学の成果を集約すると、信長の出生について、

次の三説にまとめることができる。 

① 古渡城出生説 

② 那古野城出生説 

③ 勝幡城出生説 

 まず、①の古渡城出生説であるが、古い時期の

研究が多く、「野史」（飯田忠彦著、江戸後期）の

影響によるところが大きい。「信長公記」によれば、

「那古野城を吉法師（信長の幼名）へ譲られて熱

田の近くの古渡というところに新城をこしらえてそ

こにおられた。」とあり、古渡築城時には吉法師が

すでに存在しており、古渡城出生説が成立しない

ことは明白である。 

 次に②の那古野城出生説であるが、従来は殆ど

この説が採用されていた。これは一五三二年に信

長の父信秀が今川氏豊を攻めて那古野城を奪取

したという説が根拠となっている。江戸幕府が諸

藩から差し出させた系譜の集大成『寛政重修諸家 

譜』に信長が那古野城で生まれたと記されており、

本書が公文書的性格を帯びていることから、正し

いものとされ、無批判に継承されてきたのではな

かろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信長生誕 
発行 特定非営利活動法人信長生誕を育む会 

住所 〒４９６-8001 

愛知県愛西市勝幡町塩畑 2525番地 

電話 ０８０-８２６５-２２８８ （事務局） 第２号 平成２５年８月３１日発行 

「勝幡城」 
しょばたじょう 

 

勝幡駅前の織田信長親子像 

右：父織田信秀、左；母土田御前、 

母に抱かれる信長（幼名吉法師） 

会員になりませんか？ 

当会では常時、会員を募集しています。 

正会員    年会費 1200円 

法人会員  年会費 12000円 

賛助会員（総会での議決権が不要な方） 

  年会費 3000円（1口当たり） 

 次のいずれかの方法でお申し込み下さい。 

・手紙で事務局へ 〒496-8018 

愛知県愛西市渕高町二ノ割 26-2 

信長生誕を育む会事務局 水谷眞人 

・電話で事務局ヘ  ０８０-８２６５-２２８８ 

・別途配布の申込用紙、申込ハガキで。 
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 しかし、京の公家山科言継の日記「言継卿記」

によれば信長出生の前年一五三三年七月に言

継一行が勝幡を訪問している。もし一五三二年

に那古野城を奪取していたならば、勝幡ではな

く那古野に招待していたのではなかったか。さ

らにこの日記の記述をみると「那古野」の「今

川竹王丸」が勝幡へ訪れ言継に面会しているの

である。つまり一五三三年七月時点で勝幡には

信秀が、那古野には今川竹王丸が各在城してい

たことがわかる。 

 また近年の研究成果によれば、今川竹王丸が

元服して今川氏豊となったというのである。一

五三三年当時竹王丸は一二才、元服は一五三五

年以降となる。もはや一五三二年に信秀が今川

氏豊から那古野城を奪取すること不可能であ

ることは明白であり、とすれば一五三四年に誕

生した信長は那古野城とは到底考えられない。

つまり信長の出生地は勝幡城以外ありえない

ということになる。 

 

 信長が勝幡城で誕生したことは、実は「塩尻」

等、江戸時代の様々な文献においても紹介され

ており、連綿と受け継がれてきた。しかし残念

ながら日の目をみずに忘却の彼方へ追いやら

れていた。 

 筆者は、信長の勝幡城出生記事等に着目し、

一九九二年に「織田信長出生考」をまとめ発表

したところ、多くの反響を得た。反論らしき反

論は殆どなく、否むしろ支持を得ていったとい

うのが正直な感想である。現在の信長に関する

文献をみると、かなり信長勝幡城出生説が浸透

してきた。もはや定説化したといっても過言で

はない。 

 今後、さらに織田信長一五三四年五月二八日

勝幡城出生説が世に知られ、この地域がさらに

盛り上がることを祈念してやまない。 

 

 最近、名鉄勝幡駅前に信秀・土田御前夫妻と

御前に抱かれた吉法師の像が建立された。日本

一若い信長像である。隣接して勝幡城の模型も

設置された。模型作成にあたっては城郭研究の

第一人者千田嘉博奈良大教授の教示を得た。非

常に精緻な模型である。 

 勝幡駅前は、信長の出生地にふさわしく、さ

らなる整備がすすめられている。 

 新たなる「信長の聖地」として広く周知され

ることを願ってやまない。 

 本会の活動に期待するところが大きいこと

はいうまでもない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 編集局から ◆ 

ほぼ同じ内容で、6 月 16日、勝幡コミュニテ

ィセンターにおいて、筆者・石田氏を講師とし

てお招きして、勉強会をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ガラスケースに収められた勝幡城の模型 

信長が三宅小学校校歌に！ 

勝幡城にほど近い稲沢市平和町の稲沢市

立三宅小学校には、織田信長を歌い込んだ

校歌がある。大正 12 年に作られた校歌であ

るが、戦後一時期、歌われなくなったが、

昭和 50年に復活したとのことである。 

 

一 氏神屯倉いただきて 

三宅の川のうるおおす 

われら生まれしこのさとは 

英雄信長発祥地 

 

二 天のめぐみの豊なる 

早く開けしわが校に 

学びいそしむ友だちの 

健児や何ぞ幸多き 

 

三 互いに励みはげまして 

体をきたえ知をみがき 

まことの心を心とし 

理想の学び舎打ち立てむ 
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勝幡城はどこにあったか？ 

恒川鋭夫 

戦国の覇者、織田信長が天文 3 年」（1534年）

5 月 28日に勝幡城で生まれたことは、今や定説

となりつつある。それでは、その勝幡城はどこ

にあったのか。これは定かではない。 

織田三代の時代には、天守閣といったものは

まだ存在せず、大きな居館の一室で、信長は

呱々の声を上げた。その居館のあった場所も、

特定は難しい。そこで、居館を中心とした総構

え（後世でいう外堀）の範囲は、どのあたりか、

現在残っている地名より考察することとする。 

地図上で、左回り（時計と反対回り）に見る

と、現在の塩畑、那古良、嫁振東、城西に囲ま

れた地域が、その範囲ではなかろうか。そして、

それらの範囲内にあるこれも左回りに、大縄場、

城之内、墨田が外堀内ということになり、その

真ん中あたりに、城主の住む居館が存在したと

考えられる。 

東の境は、現在塩畑にある福応寺と西蓮寺の

裏側を流れている用水が旧三宅川（名称は別の

名前であったようであるが）と考えられ、この

川（すなわち外堀）の外側に、土塁が築かれて

いたのではなかろうか。 

今では取り壊されて跡形もないが、私の幼少

のころには「山」と称していた土塁の残存物ら

しきものが存在していた。また、用水にかかる

橋の名称は、「勝幡橋」となっており、城域か

ら勝幡村に入るための橋を記念して、その名称

がつけられたのではないかと考えられる。 

西の境は私には不詳であるが、江戸時代に尾

張藩によって開削された現在の日光川の改修

工事の時に、それらしきものが発見されたとい

う話もあり、西の境は、現在の日光川よりさら

に西の方ではなかったかと思う。 

勝幡新田という名前が残っているのは、城外

の新田ということで、西南の境を画するのに、

ヒントになるのではないかと考える。 

以上、多少推論を加えて、勝幡城の総構え（外

堀）の範囲を想定してみたが、なにせ古いこと

なので、はっきりしない点が多々ある。 

格好の資料があれば、是非ご教示賜りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勝幡城付近の河道の変遷 

水谷眞人 

ここに興味深い 1 枚の地図がある。 

「あま歴史研究会講演会」（平成 19年 2 月 25

日）において、愛知県立大学の山村亜希氏が、

「中世津島の景観」で発表されたものである。

明治 24年測図、同 26 年製版の地図に、中世の

河川が追記されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図を使用させていただいて、話を進め

よう。 

【以下、5 ページ右欄に続く】  

「嫁振」の地名の由来 

嫁振橋の橋名の由来は日光川右岸に娶振

新田村があり旧音（よめぶり）と称し、尾

張国地名考にはこの村 240～50 年前、塩畑

村より開きたる、与梅扶利（よめふり）と

は丸葉柳の名也、此樹の数多きありたる地

ゆえに取りも直さず娵振新田と号し嫁振は

借字なり。とのことです。 

  （松永博之さんからの情報） 
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現在の勝幡城周辺マップ   事務局 

 

 さあ、勝幡城址周辺を散策してみよう。 

 スタート地点となる名鉄津島線勝幡駅前には、

電車では勝幡駅下車、車であれば勝幡駅を目指

す。ただし公共駐車場がないので、駅の南側にあ

るスーパー・ピアゴの駐車場を借りるのが安心。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もちろんマナーとして、帰りにはお店の利用をお

忘れなく。信長の兜をイメージしたクレープや地元

産の生姜をたっぷり使ったジンジャーエールも楽

しめます。。 

 コースは比較的車の往来も少なく、ゆっくり歩い

て 1時間半ほどでしょう。 

 勝幡駅前には、現在整備中であることもあって、

お店や自動販売機がないので、飲物などは事前 

に用意されるとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥稲沢市教育委員

会史跡指定の石碑 

 

②上街道沿いの古い街並み 

 

⑤愛知県の勝幡城址石碑 

 

④勝幡神社 

 

③上街道沿いの寺院 

 

①名鉄勝幡駅前の信長親子像 

 

⑦日光川と領内川（左）の合流点 

 

⑧川魚料理屋さん 

② 

③ 

④

「 

⑥ 

⑦

「 

⑧ 

小津橋 

嫁振橋 

日光川 

三宅川 

⑤ 

① 
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① 勝幡駅前では、まず信長像を見学しよう。

右側の武士を信長と早とちりしてはダメ。それ

は父の信秀、左側が母の土田御前だ。信長はと

いえば、母の腕の中。信長像が全国に数多くあ

るが、これこそ最年少の信長。そっと触れれば、

何か良いことがあるとか…。 

すぐ西の東屋のガラスケースには、勝幡城の

精巧な模型が鎮座。周囲に堀をめぐらせ、中央

には京の公家衆も招いた建物が並んだ立派な

造りです。 

 

駅前中央の横断歩道を渡り、北に 200ｍほど

歩くと、Ｔ字路にぶつかる。これが津島と名古

屋を結ぶ津島上街道。右に折れ道なりに進もう。 

②③ 津島上街道沿いには、古い商家や民家

が点在し、福応寺、西蓮寺、勝幡稲荷がある。 

信長は抹茶を愛したが、この地域も抹茶が盛

んで、現在もお茶屋さんが多い。 

街道を 200ｍほど歩くと、左手に立派な高塀

の民家があり、その先のＴ字路を左折する。こ

こで、名古屋に直進する上街道と別れる、 

 

④ 西方向の嫁振橋へと向かう。途中小さな

用水を渡る。その橋が昔の勝幡村を画す勝幡橋

である。ほどなくすると、右手奥に勝幡神社が

見える。境内には、胸のあたりに海抜 2ｍの標

識が立つ。この地が濃尾平野の真っ只中の低地

であることを認識させられる。 

 

⑤ 三宅川を渡り、さらに西の日光川にかか

る嫁振橋へ取りつく辺り左側に、愛知県の勝幡

城址の石碑が建つ。地元有志によって大正 4 年

に建立されたもので、今では希少で緻密な根府

川石だ。残念ながら、それ以外に勝幡城の存在

を示す遺構はない。 

 

 嫁振橋の手前の日光川左岸を南に下る。歩道

専用の城之内橋手前で、左後ろを振り返ると、

立派なお庭が見える。県の石碑の建設者の一人、

伊藤圓氏のお宅である。 

⑥ さらに 100ｍほど下った堤防下、左手の

木陰に、稲沢市教育委員会指定史跡の信長の祖

父・信定居城跡の碑がある。勝幡城の所在を示

す石碑が二ヶ所にあるのは、勝幡城が広大であ

ったことから、違和感があるものではない。 

 

⑦ 次の小津端北で日光川と領内川が合流

し、さらにその南で三宅川も合流する。戦後ま

で水運を利用して、木材の集積地であった。 

⑧ 小津橋は津島に至る上街道を構成する。

東のたもとを直進する細い路地が勝幡の街に

つながる。100ｍも行くと、右手に「なまずの

蒲焼」をはじめとする川魚料理の店がある。 

さらに 100ｍほどで、先ほど勝幡駅から来た

Ｔ字路に戻る。右折して駅へ戻ろう。 

 

 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼  

【以下は、3 ページ右欄の 

「勝幡城付近の河道の変遷」からの続き】 

右上の小さい丸印が勝幡城辺りである。 

中央を北から南に流れ下る昔の日光川は、稲

沢市平和町（地図の上端）辺りから、勾配が小

さくなって川幅を広げ、津島の街と津島神社の

間を流れ、天王川と呼ばれていた。 

三宅川は、勝幡城付近で流れを西南に向け、

津島の北で日光川に合流していた。 

この三宅川を利用すれば、勝幡城と津島の街

の往来は容易であろう。織田家と津島経済の密

接な関係がうなづかれる。 

三宅川左岸堤防は、後に津島上街道となり、

小津橋、根高の釜地蔵前、兼平と、今でも小高

い土地が連なり、容易にたどることができる。 

津島神社東の日光川は、川幅が狭く、治水上

の隘路であった。洪水対策と、氾濫原であった

土地の新田開発のため、江戸末期に日光川の流

路変更が実施された。前述の平和町から伊勢湾

口まで、ほぼ一直線に新日光川が開削され、三

宅川も小津橋下流で合流することとなった。 

当時は、埋蔵文化財などの意識が希薄であっ

て、勝幡城の遺構調査や保存まで手が回らなか

った。残念なことではあるが、締め切られた旧

日光川の一部が天王川の丸池として、信長が幾

度となく見たという津島祭の舞台として残さ

れたことは、嬉しい限りである。  
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第 3回総会の報告 

平成 25 年 6 月 2 日、稲沢市役所平和支所講

堂において、第 3 回総会が開催された。 

議題は、平成 24年度事業報告及び決算報告、

平成 25 年度事業計画案及び予算案、役員の選

任、定款第 16 条の役員任期を 2 年に変更であ

った。いずれも賛成多数で可決された。 

1 年間の活動を振り返って、次のように総括

された。活動方針を、本法人が実行できると思

われる実力に見合った活動、会員の期待に応え

る活動に絞ったことと、会員のみなさんのご尽

力によって、活動実績が上がりつつある。会員

も増加傾向にある。会計面では、法人化時点の

構想からは大きく縮小する結果とはなったが、

収支均衡のめどが立った。 

今後の課題としては、多様な会員の期待をい

かにバランスよく、しかも求心力を持って活動

することができるかである。 

審議の過程において、会報創刊号で発表した

愛知県の勝幡城址の石碑が建つ土地の当会へ

の寄贈に関して、「予定通り進んでいない。こ

れを主導した石見副理事長の責任は重い。副理

事長を辞すべきだ」との意見が出た。これに対

して理事長が陳謝し、人事については次回の理

事会の決定に委ねることに決まった。 

総会の運営にも課題がありそうだ。総会後に

講演会が計画されていたとはいえ時間不足。ま

たせっかくの講演会がありながら、総会への本

人出席が 26 名にとどまったこと、である。。 

 

本年度の役員が決定 

平成 25 年 6 月 5 日、勝幡防災コミュニティセ

ンターで行われた理事会において、理事による

役員の互選が行われ、次の各氏に決定した。 

理事長：恒川鋭夫、副理事長：石見潔、理事

（事務局長）；水谷眞人、理事：恒川清也。 

なお監事は総会で選出され、金原正和氏です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勉強会 津島の街歩き 

平成 25 年 3 月 24 日、織田家の繁栄とかかわ

りの深い津島の街を、津島ガイドボランティアの大

橋さん、松永さんの詳細な解説を聞きながら、2時

間ほど見学した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津島神社では、神社の由来やまきわら船の飾り

つけなど、初めて知ったことが多い。神社南門近く

の堀田邸では、かつての津島経済の隆盛状況や、

半田の中埜家からのお輿入れの説明も受けた。 

蔵の道では、ゆとりの証であろうか、蔵の土台

に隠し絵がある。残念ながら円空の千体仏はご開

帳の時期ではないので見られなかったが、成信坊、

清正公社と、表道から外れた立派な社寺に驚く。 

東門の大鳥居前のおみやげ屋さんでは、ご厚

意で津島名物の「あかだ、くつわ」の試食も。 

参加者は 23 名。新入会者の方も多く、満足の

様子であった。 

会務報告のページ お詫びとお知らせ 

平成 25 年 1 月 31 日発行の前号で、「勝幡

城址の県の勝幡城址の石碑が建つ土地が地

権者のご厚意によって当法人に寄贈される

ことになりました」と報じましたが、その後

の事情により実現には至りませんでしたの

で、お詫びしお知らせいたします。 

事務局長 水谷眞人 

 

津島神社南門で 
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講演会 「織田信長は何歳まで 

勝幡城に居たか？」 

6 月 2 日、総会に続き、小説家服部徹氏を講

師にお招きして、標記の講演会を行った。 

小説家として、いろんな論拠を示し、信長は

8 歳まで勝幡城にいたと結論付けられたのは、

興味深いことである。 

講演の要旨を、次号に掲載の予定です。 

10名近くの会員以外の方の参加も得たが、周

知方法の改善が今後の課題である。 

 

 

 

 

 

勉強会のお知らせ 

10 月 勝幡城付近を歩く 

日時 平成 25年 10月 13日（日） 9時 30分～ 

場所 名鉄津島線勝幡駅前集合 

講師 愛西市教育員会 石田泰弘氏 

参加費 会員：300円、会員以外；500円 

内容 4～5 ページで取り上げた勝幡城周辺を歩

いて、歴史知識を得る。 

12月 未定です。 

 

※ 会員の皆さまには、実施半月ほど前までに、

案内状を差し上げます。総会で予告しました内

容と異なることになりました。お詫びします。。 

 

信長生誕 480年祭に向けて 

織田信長が勝幡城で生まれた史実を世に広

め、町おこしにつなげる目的をもって、5 月 26

日、晴天に恵まれ、信長生誕 480年祭プレイベ

ントを勝幡駅前広場で開催した。 

佐織及び佐織西中学校吹奏楽部員 70名によ

る軽やかなオープニング演奏、愛西のびのびの

会、稲沢豊寿恵会、勝幡吟詠愛好会の熱演に酔

い、後援をいただいた稲沢、愛西両市観光協会

から駆けつけてくれた「いなッピー」と「あい

さいさん」によるキャラクターコーナーでは会

場が大いに盛り上がった。出演者のみなさんは

もちろん、好評であった出店者、協賛品をいた

だいた企業、汗を流していただいたスタッフの

みなさんに感謝したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、来年の本祭に向けて、いくつかの課

題が見つかった。 

①日差しと音響効果を考慮した会場選定 

②早期の広報活動 

③スタッフの確保 

④信長に因んだ商品と出店企画 

来年の本祭（5 月 18 日の予定）に向けて早め

に実行委員会を立ち上げ、活動を始めたい。会

員のみなさんのご協力をお願いします 

（服部みどりさんのお話を要約） 

 

うつけ隊に新しい趣向 

うつけ囃子の冒頭、観客が注視する静寂の中、

信長によるおごそかな敦盛の舞が始まる。その

あとの軽快なうつけ囃子と力強いうつけ太鼓

と、対照的な演出が映える。 

主な公演は次の通りです。応援しに来てくだ

さいね。 

9 月 1 日  名古屋文理大学文化ファーラム 

9 月 7 日  天王川公園地域活性！楽市楽座 

10月 14日 あいち健康プラザ県民健康祭 

10月 26日 TGアリーナ稲沢福祉まつり 

（うつけ隊立松江里子さんのお話を要約）  

行 事 計 画 のページ 

 
 

生誕祭でのうつけ囃子 
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会員証の変更 

新しく入会された方への会員証の発行が遅

れており、申し訳ありません。 

事務処理能力不足、折り目で切れにくい特殊

な用紙の入手、随時印刷時の用紙の無駄、特殊

なソフトの使用などが理由で、これまで通り継

続することが難しい状況です。 

今年度から名刺サイズに変更し、1 年ごとに

発行し、会費の領収書を兼ねる方式に変更する

計画を進めています。 

同時に、勉強会のポイントカードの存続の是

非についても、検討の予定です。 

 

会員名簿の作成と配布 

創刊号で提案したように、会員相互の交流を

しやすくするために、会員名簿を作成します。 

名簿は大切な個人情報ですので、会員の皆さ

まお一人づつが、ご自分の名簿公開のやり方を

選択していただきます。公開の対象項目は、氏

名、郵便番号を含めた住所、電話番号です。 

出来上がり次第、配布を希望される会員の方

のみにお送りする予定です。 

 

手順 1 次の中からご自分の名簿公開形式を決

めてください。 

形式 氏名  住所    電話 

①  織田信長 ○○市△△町 5  XXXX    

②  織田信長          XXXX 

③  織田信長 ○○市（市町村名のみ） 

④  非表示 

 

手順 2 ご自身を他の方に知っていただくため

に、ご自分の興味対象を下記から選択（複数可）

してください。公開してもよいか、非公開かも

指示してください。 

Ａ 歴史  Ｃ 町おこし 

Ｂ イベント  Ｄ 組織の運営 

手順 3 この会報に同封してあるハガキに、必

要事項を記入して返送してください。 

 

ホームページを活用しよう！ 

信長、歴史、イベントなどに興味があるお友

達がいらっしゃれば、当会のホームページを教

えてあげてください。 

http://www.ooutsuke.org/  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会費納入のお願い 

今年度の会費をまだ納めておられない方は、

9 月末までに納入をお願いします。 

三菱東京ＵＦＪ銀行稲沢支店 普通0087501 

特定
トクテイ

非営利
ヒ エ イ リ

活動
カツドウ

法人
ホウジン

 

信長
ノブナガ

生誕
セイタン

を
ヲ

育む
ハグクム

会
カイ

理事長
リ ジ チ ョ ウ

恒川
ツネカワ

鋭夫
ト シ オ

 

※振込手数料は、各自ご負担をお願いします。 

 

 

編集後記 

まず、この会報の発行が 1 ヶ月遅れたことを

お詫びします。誌面作成に手間どりました。 

内容としては、本会のよりどころとする勝幡

城について、多面的な記事が掲載できました。

会報の発行が軌道に乗りつつあることを実感

しています。 

次号では、我々の活動をいかに町おこしにつ

なげるかに焦点を当ててみたいと考えていま

す。皆さまのご意見をお聞かせください。 

（事務局長 水谷眞人） 

提案と議論の広場 

会の運営に携わってみませんか？ 

 こんな方を募集しています、 

・イベントの企画や運営に興味がある方 

・会報の編集や発行に興味がある方 

・ホームページの作成やパソコンンの扱いに

慣れた方 

。事務局で会の運営を支えてみたい方 

 ご希望の方は、事務局（1 ページ右下の囲

み記事）までご連絡ください。 


